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教育権にかんする歴史的な一考察



















































手. . -. 
きわめて綴密な批判的検討が必要についてだけし、つ でも，ルジョ ア革命期の教育権論の特徴と限界，
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ー
まだマニュファクチ ュア段階にあ ってブルジョアジーの健全な精神(フランス唯物論)を直接に継承













































































高貴で，気持のよい現象の一つである ζ とは，争う余地はなし、。鼠近(1858年 1'0月 17日)彼はそ
の生徒を閉したか，その生涯は大胆位計画と人類の利益のための惜しみ伝い員献H:満ちており，その
ためs いかなる者ふ彼の思想に敵対する者てすら，彼については咳謝のJ受て語る ζ とを矩まなか
、





























































































































































































































































































































































































































































































と。 ζれらはみな， コノドルセの感家主義の先近的思惣であり，ォーエ J の41:会l義のもコとも致命
的伝欠陥であった，その乃人倣和の思慰にほか〈よらなし、。










fこだ「公教育は社会それ自体から由来する権利J(a rlght derivable from bOCIP-
ty ltself)であるという点については，少し注急か必安てあろう。ゥウ z ノトの論理からは，
コンドルセやオーエノに教育権の思惣がなか..)tこように，教育権の思怨がHtてζないのは自明である。
「相互の利益の統一体 J として社会をとらえているのをみても，それは瞭然としている(註~32)。した
がって， ラヴ t ソトらによる乙の規定はチ M ーテイストの内部Kおける良Kプロレタリア的な教育委
求6ζ対する実践的な妥協の摩物であると考えるのが段も合理的であろう。
他方， ァーネス lト・ジョー J ズと後期チャーテイスト花関する研究はより足袋てあるo R"fしいn命及
は前述したような次第で次の機会にゆずるとして，本論では， とりあえ9ft島義範氏の厳frの研究
「後期チャーテイスト， ァーネスト ω ジ 3 ーノズの教育論iとついての-~察 J C r日本の教育史学




ったと乙ろで何にも仕ら位いJ(傍点は件島氏による)(注34)と。そ ζで彼は「管業学佼(1 n d U 8-
t.r，sl .C 01)を投け，そ乙で各師の手臓やfJJ.門職〈 t，Jra d es a.n d p r o f e s s i o ns)を
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ロパート・ オーエンは 1815年に乙の種の法案を議会に提出したのであるが，おく 乙とにしよ う。 ??
?
???? ??




















イギリスのプロレタリアートはそれを支持するだけの力も理論的水準その うえ当時，う乙とであり， --l 、



















































ブルジョアジ』たち自jら活力も減退してきた ζととのためである。実際の資料から検討してみても， ? ? ?? ? ?
それ為す?・‘都でー草場f法ゐ:び副長:じ諸民適、やっと 1866年前後のζ と‘でる Q，が工場法の必要者認める俗は， ~t 
(e 
用↓ノ 7E?を.の結果の良好位 ζ とみを目撃してから￠ ζ とである。‘ ?手段491繁l'義者ギ喝t 示、t延安側議~~ψ夜;おめ議d
.，._ . 32' - 崎、 ¥s-?ふJf主長手rsrtz
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ろえZ活動儀式としてかわるがわる行伝うようとC全体的K発遼した個人をも ってくる ζ とを，一つの笠
死の問時tとτ号。大工業を基礎として自然発佐的に発達して乙の変準過程の一つの要因ととCるものは








































， ? ? ?ソ同「職業偏重JfC:すりかえられていた。「プロジェクト法J，ば総合技術教育は「総合学習法J，
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(.s) 向上， p P. 11--12. 
(4) コントルセの討闘乙は，第四階綿のりセーまで教育は飼料であるが，しかし何年iζ もおよふ扶養費の乙とを巧
えると，実際それは授業料よりも向くつくのである。





それらのものの誤謬・書感の原因を認議もしむかったJ(R.Owen， The LI fe of Robert Owen Wr-
ltten by Himself， 1857， London.VI， p・95.伝お Reprints of Economlc Classlcs， 





'.I.ぉ， fブルJgア的俗物の元組Jと"ムマルクス，エンゲルスか「聖家族Jてヘノサムを ζ う呼んたのであ
る。




の誘惑のとり乙と位り，多くのものかその銭牲ととfってしまったJ(R・Owen，A New View of Soci，e-
ty ; or Essays on the Prlsclple of the Formation of the Human Character 
; S ，eC 0 n d E s s a y，L0 n d 0n ， 1813. E v ，er y m a n's L i b r a r y，p.28. ) 
(7) ドブロリェーポフ「ロノてー卜 ・ォーエンとその社会改革の試みJ， 1859. 邦nRr反動教育思領批判j(積回
三郎訳，福村出版， 1972年)所収， p. 6 . 
(8ω) R.OweJ叫f
(ω9叫) R. Ow.e n ， i b 1d， p. 100. 
(10) R.Owen， .Report to the Committee of the Association for the Relief of 
the Manufacturing and Labouring Poor， 1817. E. L.p.163. 
(11) R.Ow，en， Reports to the County of Lanark， 1820.E.L.p..284. 
(12) R"，Ow，en， The Book of the New Moral World， Part V.Explanatory of the 
El，em，ents of th，e Sci，en，ce of Society， p. 68.仕お芝野庄太郎『ロパート・ォーエノの教育思








て・大橋精夫訳， 1961年)p. 157. 
お
g . 191""199 クラップは上述書，































































by ，.t h-e A，g i t a t i 0 n. a d 0 p t e.d 
(21)後期チャーテイストの運動綱領(1851年)
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、. 
キリス民衆教育論J(明治図舎，浜林・安川~， 1970年)所収， p.230.による。
(23) ibid; The Useful Educatlon of the Unfranchised Wo.rking Man， No.33， 




想と構造Jのp.35， 37， 39， 41.を参照のこと。ー乃， E・J ョーンスは，マルクスとエノケルスか共産主義
者同盟の分裂によって J ュリアノ・ハーニーと断絶してからも，従来の関係を維持していた人物てあり， 51年綱
領を起単し，後期の運動を指導したのでめる。
むお，牛島氏の当該論文は，のちに本文てふれているように， r後期チ占ーテイスト，ァー不ス lト・ J ョーン
スの教育論iζついての一考察J( r日本の教育史学』第 16集， 1973年)てめる。
(.2s)エJ ケルス『イキリスにおける労働省階級の状態j，前掲書p.464.
(Zl) W.Lovett， J. Collins ;Chartism-A New Organization of the People， 1840. 
(LEICESTER UNIVERCITY PRESS; THE VICTORIAN LIBRARY， 
1969. )PP. 67 '""8. 
(~) i b i d， p.70. 
(00) ibid， p.76. 
(00) ibid， p.63. 
(31) i b 1d， p. 25. (PROPOSED PLAN， RULES， AND REGULATI0NS OF AN ASSOCIATION， TO 
BE ENTITLED， THE NATIONAL ASSOCIATION OF THE UNITED KINGDOM， For Rromo-
ting the Poritical and Social Improvement of the People.) 
(32) i b i d， p. 75. ; s 0c i e t y i mp 1 i e s a u n i 0n f0r mu t u a 1 b e n e f i t，・1・
(岱)E.Jones， Notes to the People May 1851-May 1852， vol 1， Merl in Press， 
1967 (r e p. )， p. 132.なお牛島氏の引用による。(前掲書pp.74，. 5.)
(34) P r 0 g r amme 0 f A g i t a t i 0 n ad 0 p t e d b y t h e C h a r t i s t C 0nven t i 0n， (注21. ，とお
けると同様，邦訳書 p.465.)なお，牛島氏は p.rofessions を「技術職Jと訳されているが， l "¥まは乙の
点にはふれないでおく。
(35)レーニ/rマルクス主義の三つの源泉と三つの構成部分J(国民文庫fカール・マルクスj， 1965筑所収
pp. 84'"" 5. ) 
(36)堀尾蹄久『現代教育の思怨と儲造J，岩波書活， 1971年， p.8. 
(37)向上。
(38)向上。 P4il.
(39)マルクス『資本論J(大月番庖， 1968.)第一巻第1分冊， p.515. 
(40)同上。 pp.631N2.
(41)エノゲルス『イギリスtζおける労働者階級の状態J，前鈎脅 p.341.
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